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中野区弥⽣町三丁⽬の空き地活⽤の検討から始まったプロジェクト。UR都市
機構、川島商店街振興組合の協⼒のもと、空き地の活⽤や⽊造密集市街地の
対策として防災まちづくりに関する活動を⾏っている。近年では商店街の活性化や
災害対策・防災などを⽬的とした活動が中⼼になっている。年数回のイベントの実
施や、通年でのまちなか⿊板の運営など多岐に渡る活動を⾏っている。多種な活
動や多くの関係者との関わりを通して、空き地活⽤や防災に関する知識を得るこ
とを⽬指している。

対象地の特性を把握するための現地調査
や、空地の活⽤⽅法を学習するための事例
研究を⾏った。

川島商店街主催の⾏灯祭への参加や謎
解きまちあるき、まちなか⿊板の活⽤など多く
の活動を⾏った。

弥⽣町三丁⽬周辺の防災整備事業を⾏う際にUR
都市機構が取得した従前居住地の代替地を対象に
空間活⽤を⾏ってきた。これまでの活動は空き地空間
の利活⽤を⾏ってきたが、安全上の理由から敷地の前
⾯の利⽤に変更となった。4年前からからは「まちなか
⿊板」を敷地の前⾯に設置し⾃由な利⽤と学⽣側が
仕掛ける複数のアクションを⾏っている。近年では、「ま
ちなか⿊板」の活⽤に加え、ぼうさい春市・夏市などの
防災に関するイベントを関係者を拡⼤して実施してい
る。
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2年連続での防災イベント「ぼうさい春市」
を規模を拡⼤して⾏ったほか、初の試みとし
てクリスマスWSを実施した。
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来年度の活動予定来年度の活動予定

ぼうさい春市の実施ぼうさい春市の実施

今年度の活動内容今年度の活動内容

ぼうさい春市では、「避難マップの作成」「段ボールベッドの展⽰」「パネル展⽰」
「避難所備品の展⽰」「防災バッグの紹介」など多岐にわたる企画を実施した。UR
都市機構・中野区が中⼼となっているこのイベントも担い⼿を住⺠に移⾏しつつあ
り、地域の防災意識の向上や災害時の住⺠同⼠の助け合いに寄与していると考
える。研究室としても、イベントの規模や関係者を拡⼤して実施することで、より多
くの知⾒を得ることができた。

2024年は、2年連続となる防災イベント「ぼうさい春市」と初の試みとして「クリスマスWS」を実施した。ぼうさい春市で
は、地域の防災意識の向上に努めた。クリスマスWSでは、住⺠が商店街に求めている機能について調査を⾏った。両イ
ベントとも想定以上の参加者に来ていただき、有意義なイベントとなった。

クリスマスWSではスノードームの作成とまちなか⿊
板を活⽤した「商店街に欲しいものアンケート」を実施
した。想定以上の参加者が⾒え、住⺠が地域に求め
ている機能の把握が出来たイベントとなった。

【ぼうさい春市の実施】
2025年も「ぼうさい春市」を⾏う

予定である。過去2年間の経験を活
かし、地域住⺠の更なる防災意識
の向上に寄与したい。

【空き地の有効活⽤】
クリスマスWSや昨年度までのアン

ケート等により、住⺠が商店街に求
めているものが分かってきたため、そ
れを模したイベントを実施したい。

まちなか⿊板の活⽤まちなか⿊板の活⽤

2024年も、⽇常からクリスマスWS等のイベント時
に⾄るまでまちなか⿊板を活⽤した。地域に根付いた
機能になっており、クリスマスWSでは盛⼤なクリスマス
ツリーの着飾った。

クリスマスWSの開催クリスマスWSの開催

【まちなか⿊板の更なる活⽤】
地域住⺠の認知度も⾼まってい

る「まちなか⿊板」であるが、更なる
可能性を持っていると考えるため、
活⽤法の再検討を⾏いたい。
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